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注意事項 

 １．問題冊子は、試験開始の合図があるまで開いてはいけません。 

 ２．解答は、解答用紙（提出用）に書きなさい。 

 ３．問題冊子・解答用紙（提出用）に受験番号・氏名を記入しなさい。 

 ４．解答用紙には、選択した問題番号を記入しなさい。 

５．試験終了後、問題冊子・解答用紙（提出用）・下書き用紙を回収します。  

 

 
 

受験番号  

氏  名  

 



 

次の問題１～４の中から、１つ選んで答えなさい。 

 

 

問題１  

GAFAM に代表されるプラットフォーマーが主導するデジタル経済は、我が国にも大きな

影響を与えているが、その特性と課題について論じなさい。 

 

 

問題２ 

 企業経営には、パラドックスのマネジメントが不可欠である。その中でも、多くの大企業

が直面するのが「探索（exploration）と深化・活用（exploitation）のパラドックス」である。

これは、過去の成功から学ぶことと、過去にとらわれずに新しいことに挑戦することという

２つの対立する要素が同時に存在する「学習のパラドックス」の一種であるともいえる。 

 現在、自動車産業は CASE に代表される技術革新などによって「100 年に一度の大変革」

と言われるほど大きく変化しつつあるが、電気自動車や自動運転などの分野では日本企業は

必ずしもうまく対応できていない。この状況を「探索（exploration）と深化・活用（exploitation）

のパラドックス」の考え方を用いて説明し、日本の自動車メーカーが今後とるべき対応策に

ついてあなたの意見をまとめなさい。 

 

 

問題３ 

棚卸資産の払出数量の計算方法について、（1）どのような方法があるかを示し、さらに（2）

それぞれの方法の特徴を述べなさい。 

 

 

問題４ 

業務のデジタルトランスフォーメーション（DX）について、一つの業務をとりあげて、可

能な限り具体的に論じなさい。冒頭にどのような業種・職種におけるどのような業務を取り

上げたかを明記しなさい。 
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解答⼜は解答例及び出題意図

○出題意図

　本試験は、経営情報学研究科のアドミッション・ポリシーに基づき、受験者が経営・会計、経済、情報など

に関する専門的な知識を有しているか、また、それらの知識を活用して積極的かつ創造的に問題解決を図る能

力を備えているかを確認することを⽬的としている。

　設問は、受験者が経営・会計、経済、情報などの分野から一分野を選択して論述する形式とすることで、専

門知識の習得状況および学問的思考力、問題解決能力を評価できるよう設計されている。具体的な問題として

は、デジタル経済、パラドックスのマネジメント、棚卸資産の払出数量の計算方法、デジタルトランスフォー

メーション（DX)というように、学術界だけでなく実務においても重要だと認識されているテーマを取り上げ

て問題を作成している。

○解答または解答例(採点時の観点)

　採点時の観点は以下のとおりである。

・設問の趣旨を正確に把握し、論点に的確に応答しているか。

・経営・会計、経済、情報などに関する基礎的な概念や用語を正確に理解し、適切に用いているか。

・論理構成が一貫しており、主張と根拠の関係が明確で、説得力のある記述となっているか。

・知識を活用して積極的かつ創造的に問題解決を図る能力を示すことができているか。

なお、設問の性質上、唯一の正解が存在するわけではないため、内容の正確性に加えて、論理性・一貫性・表

現力を含む総合的な観点から評価する。


